
　（別紙４（２）） 事業所名　グループホーム桃源の丘

目標達成計画 作成日：　令和4年　2月　　12日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

コロナ禍もあり、運営推進会議が対面式で
できていないため、書面での数字の報告のみ
となっている。行事や活動記録やご家族からの
意見を聞く仕組みが無い。

時勢を見ながら、早急に対面式の運営推進
会議
が実行できるよう努力する。書面での報告
の
場合、数字だけではなく、活動記録の報告
や

書面での報告時、現状は稼働率とアクシデント
の数字を中心に書面で報告しているだけです
が、参加者からの意見書と活動報告書の二枚
を追加して送付する。家族に電話のタイミング
でも利用者様の様子を伝えて、意見を聞くよう
にする。

3ヶ月

2 1

法人としての新しい家訓が職員に浸透し
実践できているか、振り返りの機会が少ない。

新しい法人の家訓が全職員に浸透するよう
噛み砕いて説明し、勉強会を行う。
現場で実践できるよう振り返りの機会も作
る。

職員向けの勉強会を行う。それを日々の業務
で
実践して、評価をして振り返るための
システムを用意する。

3ヶ月

3 26

備蓄については現在一日分が保管されている
のみですが、「行政支援開始の目安である被災
後３日目まで自力で業務継続するための備蓄
が必要」とされているため、法人との協力体制
等を含め明確に整備されることを期待します。

法人内の備蓄も含め3日分の備蓄を
確保する。

備蓄のスペースの確保をする。法人内での
連携を図り、最低三日分の備蓄を確保する。

3ヶ月

4 35

サービス内容が確実に提供されていることがわ
かる介護記録となる事を期待します。

第三者が見てもわかるような内容で
サービス内容を確実に記録していく。

介護記録の勉強会も行い、業務に追われ、記
録が
おろそかにならないように介護記録を書く時間
を
設ける。

6ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


